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いいやま

１０月より
赤い羽根共同募金運動

始まりました

携帯電話でアクセス

皆様のあたたかい善意をお願いします

 

更
生
保
護
制
度
は
、
犯
罪
や

非
行
を
し
た
人
達
が
罪
を
償

い
、
社
会
人
と
し
て
立
ち
直
る

こ
と
を
助
け
る
制
度
で
す
。

　

社
会
復
帰
す
る
た
め
に
は
、

本
人
の
強
い
意
志
や
行
政
機
関

の
働
き
か
け
に
限
ら
ず
、
地
域

社
会
の
理
解
と
協
力
が
必
要
不

可
欠
で
す
。

　

飯
山
市
更
生
保
護
女
性
会
は

現
在
、
会
員
数
は
２
０
４
名
で
、

昨
年
は
42
名
、
今
年
は
14
名
を

新
会
員
に
迎
え
て
活
動
し
て
い

ま
す
。
全
国
的
に
は
、
高
齢
化

が
進
み
、
会
員
が
減
少
し
て
い

る
状
況
で
す
。

　

更
生
保
護
女
性
会
で
は
、「
女

性
の
立
場
か
ら
の
社
会
貢
献
」

と
し
て
意
味
を
持
つ
こ
の
活
動

の
継
続
を
切
望
し
て
い
ま
す
。

　

更
生
保
護
女
性
会
の
活
動
に

賛
同
し
て
い
た
だ
け
る
女
性
で

あ
れ
ば
、
年
齢
な
ど
の
制
限
も

な
く
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

　

９
月
29
日
（
土
）
に
山
ノ

内
町
文
化
セ
ン
タ
ー
を
会
場

に
「
北
信
ブ
ロ
ッ
ク
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
集
い
」
が
開
催
さ
れ
、

１
４
０
名
近
く
の
参
加
者
の
な

か
、
飯
山
市
内
か
ら
も
日
頃
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
を
行
っ
て

い
る
皆
さ
ん
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。

　

前
半
は
、
北
信
ブ
ロ
ッ
ク

内
の
市
町
村
で
活
動
し
て
い
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
等
の

取
組
み
事
例
を
も
と
に
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
取
組
み
を

　
～
犯
罪
・
非
行
を
防
止
し
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
づ
く
り
～

   

飯
山
市
更
生
保
護
女
性
会
の
活
動
か
ら

平成 24 年度視察研修（新潟刑務所）

 

～
赤
い
羽
根
共
同
募
金
事
業　
ご
利
用
下
さ
い
～

 

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援
配
分
の
公
募　
ご
案
内

　
社
会
福
祉
法
人
長
野
県
共
同

募
金
会
で
は
、
地
域
の
安
心
・

安
全
の
暮
ら
し
を
住
民
と
と
も

に
つ
く
る
活
動
を
支
援
す
る
た

め
、
共
同
募
金
配
分
事
業
を
公

募
い
た
し
ま
す
。

　

申
請
受
付
期
限
は
、
11
月
20

日（
火
）ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

申
請
書
類
の
請
求
に
つ
き
ま
し

て
は
、
飯
山
市
共
同
募
金
委
員

会
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。（
飯
山

市
社
会
福
祉
協
議
会
内
事
務

局
）

　

        

電
話 

62
・
２
８
４
０

消火器の使い方を体験しました

ま
す
。
女
性
な
ら
で
は
の
優
し

さ
で
地
域
か
ら
愛
情
と
救
い
の

手
を
差
し
出
す
更
生
保
護
女
性

会
の
活
動
に
皆
さ
ん
も
参
加
し

ま
せ
ん
か
。

　

入
会
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お

問
合
せ
下
さ
い
。

飯
山
市
更
生
保
護
女
性
会
事
務
局

（
飯
山
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

電
話　

62
・
２
８
４
０

 

～
な
ん
か
や
ろ
う 

汗
か
き
・
知
恵
だ
し
・
ず
く
だ
し
・
さ
さ
え
あ
い
～

 

北
信
ブ
ロ
ッ
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
集
い

行
う
上
で
の
課
題
（
資
金
の
や

り
く
り
・
グ
ル
ー
プ
の
高
齢
化

等
）
に
つ
い
て
パ
ネ
ラ
ー
へ
の

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ラ
ー
か
ら
は
、「
活
動

に
賛
同
し
て
い
た
だ
け
る
方
々

と
ど
う
や
っ
て
協
働
す
る
か
が

大
切
」
と
お
話
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
瀧
野

良
枝
さ
ん
（
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
）
は
、「
お
互
い
が
楽
し

ん
で
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で

す
。」と
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
の
重
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰの瀧野 良枝様

 

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
湯
の
入
荘
」

 

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
湯
の
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

避
難
訓
練

　

最
後
に
、
体
験
さ
れ
た
皆
様

か
ら
は
「
消
火
器
の
交
換
時
の

目
安
は
」「
火
災
警
報
器
の
電

池
交
換
は
い
つ
頃
か
」
な
ど
質

問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
避
難
訓
練
を
通
じ

て
、
火
災
時
に
お
け
る
対
処
の

仕
方
を
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会

に
な
り
ま
し
た
。

　
９
月
28
日
（
火
）
に
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
「
湯
の
入
荘
」・「
ケ

ア
セ
ン
タ
ー
湯
の
入
」
で
火
災

を
想
定
し
た
避
難
訓
練
が
実
施

さ
れ
、
来
館
者
70
名
が
訓
練
し

ま
し
た
。
職
員
の
指
示
の
も
と
、

屋
外
に
避
難
し
、
そ
の
後
、
消

火
器
等
の
使
い
方
の
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

　
ま
た
、館
内
で
は
「
煙
体
験
」

を
行
い
、
煙
の
怖
さ
や
通
路
等

に
充
満
し
た
煙
に
よ
る
避
難
の

難
し
さ
な
ど
も
体
験
し
ま
し

た
。

　

岳
北
消
防
署
の
職
員
か
ら

は
、
年
間
４
万
件
の
火
災
が
あ

り
、
そ
の
内
６
割
が
建
物
火
災

と
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
火
災
原
因
の
ト
ッ
プ

は
「
放
火
」
で
あ
り
、
防
止
対

策
の
重
要
性
も
お
話
い
た
だ
き

ま
し
た
。

最後は参加者全員で大合唱！

【更生保護女性会の主な活動】
・子育て支援活動　・児童の登下校見守り
・刑務所への視察研修、施設慰問
・「社会を明るくする運動」街頭啓発活動への協力
　各関係団体事業への協力、参加

【活動計画】
・老人福祉センター湯の入荘での振込め詐欺防止    
　のための寸劇の実施。
・会員意識の高揚を目標に各地区の育成。
・ミニ集会、その他地域の実情に即した活動による　
犯罪・非行防止活動の推進
・保護司会を始めとする更生保護関係団体と連絡を　
密にし、会の充実を図る。
・一声運動の実行。
・子育て支援のための地域活動を積極的に行う。

１　配分（助成）対象団体と配分（助成）対象事業
　会の事業目的を明記した会則等を有する非営利の住民組織団体（自治会、
　町内会及び自主防災会等）で、１年以上の活動実績を有する団体が市町
　村域内において、地域住民を対象として行う防災、防犯啓発・実施事業、
　ただし、県的連合体又は連盟組織における各地域組織等に位置づけられ
　ているものは除く。
２　自治会、町内会及び自主防災会への配分（助成）例
　○緊急放送設備改修　○防災マップの作成配布　○防災器具保管倉庫の
　設置　○自動体外式除細動器（AED）の整備　○心肺蘇生法訓練用人形  
   の購入　○防災・救急対応用備品整備（発電機、照明灯、メガホン、ト  
   ランシーバー、テント、車いす、担架、折りたたみ式リヤカー、ヘルメッ
   ト等購入）
３　助成の対象となる活動の期間
　平成２５年４月から１年以内の間に行う事業
４　申請
　配分を希望するものは、申請受付期限の 10 日前までに、飯山市共同募
　金委員会へ申請書正副２部を提出して下さい。
５　配分額
　配分対象事業に直接必要とする経費（管理運営費は対象外）
　とし、配分額は１団体２０万円を限度とします。



施 設 名 等 ご 芳 名 内 容 等

常岩の里
ながみね

上松 潤 様 飾り花ｻｰｸﾙﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ
合唱指導ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

竹松 恵里 様 合唱指導ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ月岡 君恵 様
木島平傾聴ボランティア 様 2 名 傾聴ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ
小池 茂次郎 様 館内掃除
長谷川 弘昭 様

散髪ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ
小出 則之 様
倉井 新一 様
加藤 昭雄 様
小林 求 様

飯山学園

ピータークリフト 様 英会話、ピアノ
カヌー　各ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱメアリークリフト 様

ナルク飯山 様 日中保育更生保護女性会 様
今井 和浩 様 各種修理ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ他
丸山 義博 様 口腔ケア・指導高田 りか 様

デイサービス
　　ゆきつばき

飯山雪椿会 様 想いでの歌謡ｼｮｰ
成田国際福祉専門学校 様 交流・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ
東京豊島 IT 医療福祉専門学校 様 交流・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

デイサービス瑞穂
飯山傾聴の会　斉藤 様 傾聴ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ
成田国際福祉専門学校 様 交流・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ
東京豊島 IT 医療福祉専門学校 様 交流・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

デイサービス外様

傾聴の会 様 4 名 傾聴ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ
ほほえみの会 様 民謡、演歌
コールかたくり 様 童謡合唱
東京豊島 IT 医療福祉専門学校 様 交流・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ
久保　海里 様 交流ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ
外様地区更生保護女性会 様 運動会手伝い
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平成２４年８月２１日～９月２０日分

　総合相談事業のお知らせ
　飯山市社会福祉協議会では、下記のとおり相談事業を行っています。
　【総 合 相 談】　平成 24 年 11 月 20 日（火）　 午前 9 時～午後 3 時
　　　　　　　　　午後は、弁護士による無料相談があります。
　【ふれあい相談】（毎週水曜日 午前 9 時～ 12 時）　※こちらは要予約
　　　　　　　　　飯山市福祉センター（本町）へお越しください。

・
や
き
鳥
の　

に
お
い
人
呼
ぶ　

秋
ま
つ
り

・
ひ
が
ん
花　

咲
い
て
秋
が　

深
る
れ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   　

飯
山　

石
沢　

タ
ツ
エ

・
孫
た
ち
は　

唐
蜀
黍
を　

か
じ
り
を
り

　
　
　
　
　
　

今
獲
り
し
ば
か
り
の　

甘
き
も
の
食
ふ

・
夏
休
み　

孫
は
朝
よ
り　

叢
の

　
　
　
　
　
　

虫
を
追
ひ
か
け　

目
を
輝
か
す

・
子
蛙
は　

水
辺
を
求
め　

集
ま
れ
り

　
　
　
　
　
　

蛙
の
畠
と　

孫
は
呼
び
つ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   　

 

飯
山　

丸

山　

昌

・
秋
彼
岸　

今
年
の
暑
さ　

雨
ほ
し
い

　
　
　
　
　

千
曲
川
見
て　

流
れ
身
に
し
む

・
実
り
秋　

収
穫
楽
し　

豊
作
に

　
　
　
　
　

こ
ゆ
る
気
に
せ
ず　

腹
に
の
れ
る
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   　

常
盤　

金
井　

幸
子

・
秋
祭
り　

子
供
帰
え
り　

舞
を
見
る

　
　
　
　
　

火
の
粉
舞
う
中　

心
お
ど
る

・
猛
暑
に
て　

体
調
く
ず
し　

寝
て
ば
か
り

　
　
　
　
　

家
の
中
か
ら　

デ
イ
友
思
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

飯
山　

植

中

昌

子

・
風
鈴
の　

音
色
忘
却
の　

詩
つ
れ
て　

・
幾
度
の　

挫
折
の
は
て
や　

風
は
秋

・
見
て
聞
い
て　

す
ぐ
に
忘
れ
る　

昨
日
今
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

常
盤　

小

野

し

ま

・
自
分
史
を　

書
く
手
こ
こ
ろ
も　

貧
し
す
ぎ　

・
沁
み
つ
い
た　

垢
で
す
蛇
行
の　

あ
と
ば
か
り

・
粗
雑
で
も　

手
っ
取
り
早
い　

人
が
好
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

常
盤　

上
原 

み
つ
枝

　飯山市社会福祉協議会では、下記のとおり相談事業を行っています。

知 総合相談事業知知知知知

お知らせと募集
この欄に関するお問い合せ・お申し込みは、☎ 62-2840 までご寄付・ご訪問

いつもありがとうございます

ご　寄　附
ご 芳 名 物　 品・ 金　 額 備 考

市村　元子 様
くず入れ

善意銀行へ
牧野 きよの 様
大木 輝男 様 官製はがき、切手
やまぼうし 様 ２４，３１９円

ご　訪　問
施設名等 ご 芳 名 内 容 等

湯の入荘

防犯協会女性部 様 振込め詐欺防止指導（寸劇）

交通安全体験車ﾁｬﾚﾝｼﾞ号 様 交通事故防止啓発

桑原 文廼 様 健康体操、座布団ｶﾊﾞｰ外し
ナルク飯山 様 フリーマーケット協力
秋津小学校 2 年生 様 20 名 発表、交流会

和楽会 様 1 円玉寄付金 269 円

成田国際福祉専門学校 様
交流・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

東京豊島 IT 医療福祉専門学校 様

上町児童センター 素語りの会 様 2 名 お話、手遊び

城山児童館
ブックタイム「もく」皆 様 読み語り
吉越 真理 様 茶道体験指導

秋津児童クラブ
飯山高校ＪＲＣ 様 遊びの交流

飯山高校 体育科 様 交流会

戸狩児童センター 飯山食文化の会 様 7 名 なすせんべい、みそ汁作り指導

北部子育て支援
センター

ひまわり会
水野 敏子 様　小林 照子 様 ベビーマッサージ活動支援
佐藤 しほ 様

　老人福祉センター「湯の入荘」　湯の入落語会　開催
    日頃のご利用に感謝して、晩秋のひと時を、楽しい落語でお過ごしください！

【日　時】　　　１１月１０日（土）　午前１０時３０分～１１時３０分
【場　所】　　　湯の入荘　大広間　　【入館協力費】　市内の方　２００円
【出演者】　　　中野市落語研究会
　　　　　　　飲

のみのみていひややっこ
々亭冷奴さん　理

りはつやぶんしょう
髪屋文正さん

　当日は一般開放日です。年齢に関係なくご利用できますので、大勢ご参加下さい。
　皆様のお越しをお待ちしています。

【お問合せ】　　老人福祉センター「湯の入荘」　電話：６５－３３１２

    日頃のご利用に感謝して、晩秋のひと時を
募

今月 の歌

　高齢者・障がい者のための 成年後見個別・無料相談会　開催
　判断能力・意思能力が低下してきている高齢者・障がい者の権利や財産を護るための
　成年後見制度等の無料相談会を開催します。お気軽にご相談下さい。

　【主  催】　　社会福祉法人長野県社会福祉協議会　
　　　　　　　長野県成年後見関係団体連絡会（順不同）
　　　　　　　　○長野県弁護士会（ひまわり長野）　○長野県司法書士会（リーガルサポートながの）
　　　　　　　　○社団法人 長野県社会福祉士会（ぱあとなあながの）　○公益社団法人 長野県介護福祉士会
　　　　　　　　○長野県精神保健福祉士協会　○関東信越税理士会長野県支部連合会　○長野県行政書士会

　【共　催】　　社会福祉法人飯山市社会福祉協議会　　【後　援】　飯山市（予定）
　【日　時】　　１１月　９日（金）　午前１０時００分～午後３時００分
　【会　場】　　飯山市福祉センター（飯山市大字飯山１２１１－１）
　【相談内容】　・成年後見制度（法定後見、任意後見）の内容・利用方法等に関すること　等
　　　　　　　・高齢者／障がい者等の身上監護や財産管理や福祉サービスに関すること　等
　【相談方法】　来所しての相談をお願いします。来所時間の調整するために出来るだけ事前に
　　　　　　　ＦＡＸ（飯山市社協：0269-62-2904）まで申込みをお願いします。
　【相談員】　　司法の専門家及び福祉の専門職等が対応します。　【相談料】　無 料
　【お問合せ先】　長野県社会福祉協議会　生活支援グループ
　　　　　　　　ＴＥＬ 026-226-2035　ＦＡＸ 026-291-5180

　判断能力・意思能力が低下してきている高齢者・障がい者の権利や財産を護るための

知


